
第 6 認知症施策の推進

< 現状 と課題 >

〇 本 県 にお け る65歳 以 上 高齢 者 に対 す る認 知 症 の人 の割 合 は 、高齢 化 の進 行 に伴

い 今 後 も増 加 が 見 込 ま れ て お り、 令 和 7 (2025) 年 に は 約 5 人 に 1 人 、 令 和

22 (2040) 年 に は約 4 人 に 1 人 に な る と推 計 され て い ます 。

〇 認 知 症 は 、誰 もが な り うる こ とか ら、認 知 症 へ の社 会 の理 解 を深 め、認 知 症 が

あ っ て もな くて も、 同 じ社 会 の一 員 と して 地 域 を と もに創 っ て い く共 生 社 会 の

実 現 を推 進 して い くこ とが必 要 です 。

〇 地 域 や 職 域 にお け る認 知 症 に対 す る理 解 を更 に進 め る と ともに 、認 知 症 の人 や

そ の 家 族 を支 援 す る人 材 の養 成 や 市 町 の認 知 症 施 策 の 取 組 が 円滑 に実 施 され る

よ う早期 発 見 ・診 断 • 対 応 、 サ ー ビス提 供 体 制 の充 実 が必 要 です 。

〇 国 の示 した調 査 結 果 で は 、若 年性 認 知 症 の有 病 者 数 は全 国 で3. 57万 人 (18- 64

歳 人 口にお け る人 口10万 人 当た り50. 9人 ) と推 計 され てお り、本 県 にお け る有 病

者 数 は約 400人 と見 込 まれ て い ます 。 本 人 や 配 偶 者 が現役 世 代 で あ り、本 人 だ け

で な く、家 族 の生活 へ の影 響 が大 き くな りや す い こ とか ら、若 年性 認 知 症 の人 や

そ の家 族 を支 援 す る人 材 の養 成 、支 援 体 制 の整 備 が必 要 です 。

〇 地 域 の多様 な人 的 資源 や 社 会 資源 並 び にそ のネ ッ トワー ク を活 用 し、認 知 症 の

人 とそ の家 族 が 暮 ら しや す い環 境 整 備 や 地 域 づ く りを進 め て い く こ とが必 要 で

す 。

< 七次プランの数値 目標の達成状況 >

(単 位 : 人 )

▼ 市町 との連携 した取組 によ り、順調 に推移 しています。

指 標 令和元年度 目標値(R5年度) 直近値(R4年度) 達 成 率

認知症サポーター養成数 (累計) 139, 415 164, 000 156, 307 68. 7%

( 単 位 : 市 町 )

▼ 市町 との連携 した取組 によ り、順調 に推移 しています。

指 標 令和元年度 目標値(R5年度) 直近値(R4年度) 達 成 率

認知症の人本人の発信支援や施策の

企画等への参画に取り組む市町数
4 14 11 70. 0%

(単 位 : 人 )

▼ 関係 団体 と連携 し、受講者 は順調 に増加 し、 目標 を達成 しています。

指 標 令和元年度 目標値(R5年度) 直近値(也年度) 達 成 率

認知症サポー ト医養成数 (累計) 164 194 212 160. 0%
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(単位 : 市町)

▼ 新型 コロナ ウィルス感染症 の影響 に よ り、 目標 を下回っていますが、かか りつ け医認知症対応

指 標 令和元年度 目標値冊 年度) 直近値(R4年度) 達 成 率

か か りつ け 医認 知 症 対 応 力

向上研 修 修 了者 数 (累 計 )
1, 039 1, 450 1, 252 51. 8%

カ 向 上研修修了者数 (累計) は着実 に増加 しています。

(単位 : 箇所)

▼ 新たな認知症カ フェの設置 は進 んでい るものの、新型 コロナ ウィルス感染症 の影響 によ り廃 止

指 標 令和元年度 目標値冊 年度) 見込値(R4年度) 達 成 率

認 知 症 カ フ 工 の設 置 数 106 150 110 9. 1%

す るカフェ もあ り、認知症カ フェの設置数 は、全体 として横 ばい となっています。

< 取組方針 >

高齢 化 の進 行 に伴 い 、認 知 症 の人 の増 加 が見 込 まれ る こ とか ら、 「認 知 症 の人 が

尊厳 を保 持 しつ つ 希 望 を持 って 、で き る限 り地 域 の よい環 境 で 自分 ら し く暮 ら し続

け る こ とが で き る社 会 」 を実 現 す るた め 、認 知 症 の人 や そ の家 族 の視 点 に立 った支

援 の充 実や 環 境 • 体制 づ く りを推 進 します 。

! 認知症 に関する理解促進 と本人発信支援

共 生 社 会 の実 現 を推 進 す るた め、 小 ・中学 生 を含 む 幅 広 い年 代 の住 民 を は じめ 、

認 知 症 の人 と地 域 で 関 わ る機 会 が 多 い企 業 な どの職 域 に対 して 、認 知 症 に 関す る知

識 の普 及 啓 発 を図 り、 正 しい理 解 を促 進 します 。

ま た 、令 和 5 年 度 に設 置 した認 知 症 本 人 大使 「や ま ぐち希 望 大使 」や 認 知 症 の人

が 、生 きが いや 希 望 を持 って暮 ら して い る姿や 思 い 等 を発 信 す る こ とを通 じて 、認

知 症 の診 断 を受 けた後 の生 活 へ の安 心感 や 、 早 期 診 断 ・早期 対応 の重 要性 等 に 関す

る啓 発 が 図 られ 、多 くの人 の希 望 につ な が る こ とか ら、本 人 か らの発 信 と社 会 参 画

を支 援 し、認 知 症 に 関す る社 会 の理 解 を深 め ます 。

⑴  認知症 に関する啓発活動の実施

〇 認 知 症 の早 期 発 見 • 早 期 対 応 や認 知 症 の人 とそ の家 族 を支 え る地 域 づ く りを推

進 す るた め、認 知 症 の原 因 とそ の予 防 、認 知 症 に対 す る画 一 的 で否 定 的 なイ メー

ジ の払 拭 、認 知 症 の人 に対 す る適 切 な介 護 の あ り方 等 、正 しい理 解 や 各 種 施 策 に

つ い て 、各 年 代 や 対 象 に応 じた適 切 な方 法 で の普 及 啓 発 を推 進 します 。

〇 認 知 症 の 日 (毎年 9 月 21 日) を含 む 9 月 の認 知 症 月 間 を 中心 に、街 頭 キ ャ ンペ ー

ンや 健 康 相 談 、講 演 会 等 を県 内全 域 で集 中的 に実施 す る こ とに よ り、普 及 啓 発 の

一 層 の促 進 を図 ります 。
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(2) 認知症サポーター等の養成

〇 認 知 症 に 関す る正 しい知 識 を持 っ て 、地 域 や 職 域 で認 知 症 の人 や 家 族 を手助 け

す る認 知 症 サ ポ ー ター や 認 知 症 サ ポー ター養 成 講 座 の講 師 とな るキ ャ ラバ ン ・メ

イ トの養 成 等 に よ り、認 知 症 に 関す る正 しい知 識 の普 及 を促 進 します 。

【図 3 - 1- 6 - 1 】認知症サポーター養成数 (累計)
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【図 3 - 1- 6 - 2 】認知症 キャラバン ・メイ ト養成数 (累計)

〔数値 目標23〕認知症サポーターの養成

指 標 令 和 4 年 度
(2022)

令和 8 年度 ( 目標値)
(2026)

認 知 症 サ ポ ー ター 養 成 数 (累 計 ) 156, 307人 187, 100人

〇 特 に、認 知 症 の人 と地域 で 関 わ る こ とが 多 い職 域 の従 業 員 等 や 人 格 形 成 の重 要

な 時 期 で あ る子 ど もや 学 生 に対 す る認 知 症 サ ポ ー ター 養 成 講 座 の 開催 等 を通 じ

て 、認 知 症 に 関す る正 しい知 識 の普 及 や 身 近 な地 域 で の見守 り支援体制づ く りを促

進 します。
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⑶  認知症の人本人か らの発信支援

〇 認 知 症 の人 が仲 間 と出会 い 、 自分 の思 いや 希 望 、必 要 と して い る こ とを本 人 同

士 で語 り合 う 「本 人 ミー テ ィ ン グ」 の 開催 や 市 町等 へ の情 報 提 供 を通 じて 、認 知

症 の人 本 人 か らの発 信 支 援 等 に 関す る市 町 の取組 を促 進 します 。

〇 先 進 地 にお け る認 知 症 の 人 本 人 の 声 を活 か した 取 組 や 認 知 症 の 人 本 人 か らの

メ ッセ ー ジ を学 ぶ機 会 を通 じて 、認 知 症 の人 本 人 の視 点 を市 町 にお け る認 知 症 施

策 の企 画 • 立案 や 評 価 に反 映 させ る こ とを推 進 します 。

〇 令 和 5 年 度 に設 置 した認 知 症 本 人 大使 「や ま ぐち希 望 大使 」 や 認 知 症 の人 が 、

生 きが いや 希 望 を持 って暮 ら して い る姿や 思 い等 を発 信 す る こ とを通 じて 、認 知

症 の診 断 を受 けた後 の生活 へ の安 心感 や 、 早期 診 断 ・早 期 対応 の重 要性 等 に 関す

る啓 発 が 図 られ 、 多 くの人 の希 望 につ な が る こ とか ら、本 人 か らの発 信 と社 会 参

画 を支 援 します。

〔数値 目標24〕認知症の人本人の発信支援や施策の企画等への参画

指 標 令 和 4 年 度
(2022)

令和 8 年度 ( 目標値)
(2026)

認 知 症 の 人 本 人 の 発 信 支 援 や 施 策 の 企 画 等 へ

の参 画 に取 り組 む 市 町 数
11市 町 19市 町

2 認知症の予防及び容態 に応 じた施策の推進

適 切 な運 動 や 栄 養 改 善 、生活 習慣 病 予 防 な ど 日常 生 活 にお け る取組 に よ る認 知 症

予 防 を推 進 す る と ともに、社 会 参 加 に よ る社 会 的 孤 立 の解 消や 役 割 の保 持 等 に努

め、認 知 症 の人 の意 向 を十 分 に尊 重 しつ つ 、容 態 に応 じた 良質 かつ 適 切 な保 健 医療

サ ー ビス及 び福 祉 サ ー ビス が切 れ 目な く提 供 され る よ う、 早期 発 見 • 診 断 • 対 応 や

サ ー ビス提 供 体 制 の整 備 な ど各 種 施 策 を推 進 します 。

(1) 予防の推進

〇 適 切 な運 動 や 栄養 改 善 、 生 活 習 慣 病 予 防 な ど 日常 生 活 にお け る取組 が認 知機 能

低 下 の予 防 につ な が る可能 性 が 高 く、社 会 参加 と社 会 的 な支 援 が健 康 と幸 福 に強

く結 び つ き、社 会 的 孤 立 を防 ぐこ とか ら、 市 町 にお け る介 護 予 防 • 日常 生 活 支 援

総 合 事 業 や 健 康 教 育 等 の取組 を促 進 します 。

〇 身 近 な地 域 で の生 きが い ・健 康 づ く り活 動 の場 で あ る 「ふ れ あい • い きい きサ

ロ ン」 や 「通 い の場 」 等 を活 用 した認 知 症 予 防 の取 組 を促 進 します 。

〇 対 象 者 が交 流 の場 や 健 康 教 育 等 を積 極 的 に利 用 す る よ う、認 知 症 地 域 支援 推 進

f
T

f

106 -



員 等 に よ る働 きか けや 広 報 の活 用 な ど、利 用勧 奨 や 情 報 提 供 を促 進 します 。

※ 「予 防 」 とは 、 「認 知 症 に な らな い 」 とい う意 味 で は な く、 「認 知 症 に な るの

を遅 らせ る」 「認 知 症 に な っ て も進 行 を緩 や か にす る」 とい う意 味 です 。

(2) 早期の発見 • 診断 • 対応

〇 認 知 症 は 、早 い段 階 で の適 切 な対 応 に よ り、進 行 の抑 制 や 症 状 の改 善 が期 待 で

き る こ とか ら、 高齢 者 等 の保 健 医療 • 介 護 等 に 関す る地 域 の相 談 窓 口で あ る地 域

包 括 支 援 セ ン ター を 中心 と した早 期 発 見 • 早 期 対応 の取組 を支 援 します 。

〇 や ま ぐちオ レン ジ ドク ター ( 山 口県 もの忘 れ • 認 知 症 相 談 医。以 下 「オ レンジ ド

ク ター 」 とい う。) に よ る相 談 支 援 、か か りっ け 医 に よ る健 康 管 理 、か か りつ け歯

科 医 に よ る 口腔機 能 の管 理 及 び か か りっ け薬 剤 師 • 薬 局 に よ る服 薬 指 導 等 を通 じ

た認 知 症 の早 期 発 見 や 専 門 医療機 関へ の紹 介 等 に よ る早 期 診 断 を推 進 します 。

〇 や ま ぐちPREMI UMオ レン ジ ドク ター (オ レンジ ドク ター の診 療 の支 援 を行 う相 談

医) や 認 知 症 サ ポー ト医 を 中心 と して 、 か か りつ け 医 、歯 科 医 師及 び薬 剤 師 に対

す る相 談助 言 を行 うと ともに、認 知 症 対 応 力 を 向上 させ るた め の研 修 等 を行 い ま

す 。

〔数値 目標25〕認知症サポー ト医の養成

指 標 令 和 4 年 度
(2022)

令和 8 年度 ( 目標値)
(2026)

認 知 症 サ ポ ー ト医養 成 数 (累 計 ) 212人 288人

〔数値 目標26〕かか りつけ医認知症対応力向上研修修 了者

指 標 令 和 4 年 度
(2022)

令和 8 年度 ( 目標値)
(2026)

かか りつ け医認知症対応力 向上研修修 了者数 (累計) 1, 252人 1, 544人

〇 また 、 県 民 等 に対 し、認 知 症 疾 患 医療 セ ン ター 等 の認 知 症 に 関す る専 門 医療 機

関 の情 報 や 身 近 で気 軽 に相 談 で き るオ レンジ ドク ター 、地 域 包 括 支 援 セ ン ター な

どの相 談 窓 口の情 報 等 を周 知 す るな ど、早 期 診 断 につ な が る環 境 づ く りを推 進 し

ます 。

〇 複 数 の 専 門職 が認 知 症 が疑 われ る人 や認 知 症 の人 及 び そ の家 族 を訪 問 し、観 察 •

評 価 を行 っ た上 で 、家 族 支 援 等 の初 期 の支 援 を包 括 的 • 集 中的 に行 い 、 自立 生 活

のサ ポー トを行 う認 知 症 初 期 集 中支 援 チ ー ム を設 置 す る市 町や 関係 機 関 に、 そ の

効 果 的 な活 動 や 運 営 に資 す る情 報 を提 供 す る こ と等 に よ り、 初期 集 中支 援 体 制 の
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認知症介議指導者 認知症介護基礎研修及び認知症介護実践研修を企画 ・立案し 講師を務める能力、

さらに地域全体の介護の質の改善について 指導する能力を修得します。

取組 を支 援 します 。

〇 認 知 症 の早 期 発 見 • 早 期 対 応 につ な げ るた め、相 談機 関や 医療 、介 護 の連 携 強

化 な ど、 医療機 関や 地域 包 括 支 援 セ ン ター 等 に よ るネ ッ トワー クの整 備 を促 進 し

ます 。

⑶ 容態 に応 じた良質かつ適切なケア

〇 個 人 の認 知 症 の容 態 に応 じて 、 いつ 、 どこで 、 どの よ うな 医療 • 介 護 サ ー ビス

を受 けれ ば よい か 、 具 体 的 な 医療 や ケ ア等 の提 供 内容 を示 す認 知 症 ケ アパ ス を

活 用 し、認 知 症 の人 の意 向 と能 力 を尊 重 しつ つ 、認 知 症 の人 や 家 族 か らの相 談

等 へ の対 応 等 を行 う認 知 症 地 域 支 援 推 進 員 の取組 を促 進 します 。

〇 認 知 症 の初 期 の段 階 で は 、認 知 症 の進 行 防止 や 家 族 との 良好 な人 間 関係 の維 持

等 が 主 な支 援 目標 とな る こ とを踏 ま え、保 健 師等 に よ る訪 問指 導 や 認 知 症 カ フ ェ

の活 用 支 援 等 を実施 す る と ともに、介 護 予 防 • 日常 生活 支 援 総 合 事 業 に よ る進 行

予 防 の た め のサ ー ビス の提 供 を促 進 します 。

〇 認 知 症 の 中期 の段 階 で は 、能 力 を活 か し、 自立 した 日常 生 活 や 尊 厳 あ る暮 ら し

の継 続 が 主 な支 援 目標 とな る こ とを踏 ま え、 で き る限 り在 宅 生活 を継 続 して い け

る よ う、 家族 へ の支 援 をは じめ 、認 知 症 対 応 型 通 所 介 護 や 小 規模 多機 能 型 居 宅 介

護 等 の身 近 な介 護 サ ー ビスや 障 害福 祉 サ ー ビス の利 用 な ど、認 知 症 の人 の容 態 に

応 じた 良質 かつ適 切 なサ ー ビス の提 供 を促 進 します 。

〇 認 知 症 の後 期 の段 階 で は 、住 み慣 れ た地 域 で の安 定 した 生 活 の維 持 等 が 主 な支

援 目標 とな る こ とを踏 ま え、 医療機 関等 と連 携 しな が ら、認 知 症 対応 型 共 同生 活

介護 や 施 設 ケ ア等 の 良質 かつ 適 切 な介 護 サ ー ビス の提 供 を促 進 します 。

〇 認 知 症 の人 の そ れ ぞ れ の容 態 に応 じた本 人 主 体 の介 護 を担 う人材 を養 成 す るた

め、介 護 経 験 年 数 等 に応 じた研 修 等 を行 い ます 。

【図 3 -  I -  6 -  3 】認知症介護実践者等養成研修体系

懿 知症介護基礎研修

資料 「認知症介護研 究 • 研修セ ンター」

新任の 介護職 員等が認知症 介護 に必要 な知識 や技術を修得 します。
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〇 歯 科 医師及 び薬 剤 師 に対 して 、認 知 症 の人 本 人 を支 え るた め に必 要 な基 礎 知 識

や 、 医療 と介 護 の連 携 の重 要 性 を習 得 す るた め の研 修 を実施 し、認 知 症 の人 の状

況 に応 じた支 援 体 制 づ く りを推 進 します 。

〇 病 院 勤 務 の管 理 的 立場 にい る看 護 職 員 に対 し、 医療 と介 護 の連 携 の重 要性 や 認

知 症 ケ ア の原 則 等 の知 識 につ い て習 得 す るた め の研 修 を実施 し、病 院 で の認 知 症

の人 の手 術 や 処 置 、身 体 合 併 症 等 へ の適 切 な対 応 を促 進 します 。

〇 著 しい行 動 障 害 や 精神 症 状 を有 す る認 知 症 の人 につ い て は 、重 度 認 知 症 患者 デ

イ ケ アや 認 知 症 病 棟 を有 す る専 門 医療機 関等 との連 携 の 下 、適 切 な ケ ア の提 供 を

促 進 します 。

(4) サー ビス提供体制の充実 • 強化

〇 認 知 症 疾 患 医療 セ ン ター を 中核 と した 専 門 医療 機 関 にお け る認 知 症 の鑑 別 診 断

や 専 門 医療 相 談 、行 動 • 心 理 症 状 の急 性 期 • 身 体 合 併 症 へ の対 応 、診 断 後 の相 談

支 援 、 医療 情 報 の提 供 な ど、 医療 サ ー ビス の提 供 体 制 を強化 します 。

〇 認 知 症 の早 期 発 見や ケ ア 、本 人 や 家 族 の支 援 に 関 わ る医療 • 介 護 等 専 門職 に対

し、経 験 に応 じた 専 門 的 な知 識 ・技 術 を修 得 させ る研 修 を実施 し、認 知 症 医療 ・

介護 水 準 の 向上 を図 ります 。

〇 認 知 症 ケ ア の質 的 な 向上 を図 るた め、「アル ツハ イ マ ー 型 」、「レ ビー 小 体 型 」、

「脳 血 管 性 」 、 「前 頭 側 頭 型 」 等 の タイ プ別 の認 知 症 の特 徴 を踏 ま えた対 応 方 法

や 、認 知 症 の行 動 ・心 理 症 状 ( B P S D ) に対 す る適 切 な ケ ア方 法 の普 及 等 をは

じめ、 「パ ー ソン ・セ ン ター ド ・ケ ア」な どの認 知 症 ケ ア の手 法 等 の情 報 を医療 ・

介護 関係 者 等 へ適 切 に提 供 します 。

(5) 地域の実情 に応 じた医療 • 介護サー ビスの円滑な連携の推進

〇 か か りつ け 医 、 専 門 医療 機 関及 び 地域 包 括 支 援 セ ン ター 等 との連 携 推 進 役 とな

る認 知 症 サ ポー ト医 、認 知 症 介 護 関係 研 修 の企 画 ・講 師役 とな る認 知 症 介 護 指

導者 の養 成 • 資 質 向上 を図 り、認 知 症 の容 態 に応 じて 医療 と介護 が一 体 とな っ

た認 知 症 の人 へ の支 援 体 制 の構 築 を促 進 します 。

〇 市 町や 医療 機 関 • 介 護 施 設 等 関係 機 関 が集 ま り、認 知 症 に 関 わ る医療 • 介 護 連

携 に必 要 な情 報 連 携 の方 法 等 を検 討 す る会 議 を開催 し、 関係 機 関 の連 携 強化 を図

ります 。

〇 認 知 症 疾 患 医療 セ ン ター に配 置 され る介 護 サ ー ビス等 との連 携 担 当者 の活 用 や 、

医療 • 介 護 サ ー ビス及 び 地 域 の支援 機 関 をつ な ぐ役 割 を担 う認 知 症 地域 支 援 推 進

員 の地 域 包 括 支 援 セ ン ター 等 へ の配 置 促 進 等 、 医療 と介 護 の切 れ 目の な い サ ー ビ

ス の提 供 体 制 の構 築 を促 進 します 。

〇 認 知 症 疾 患 医療 セ ン ター にお け る地 域 の 関係 機 関 との調 整 、助 言 、支 援 機 能 の

f
f

f

強化 に 向 けた取組 を支 援 します 。

109 -



〇 認 知 症 の人 の在 宅 生活 を支 援 す るた め 、地 域 包 括 支 援 セ ン ター を 中心 に、 イ ン

フォー マル な 関係 者 をは じめ 、 オ レン ジ ドク ターや か か りつ け 医 、 か か りつ け歯

科 医 、 か か りつ け薬 剤 師 、訪 問看 護 ス テ ー シ ョン看 護 師 、介 護 支 援 専 門員 、認 知

症 地 域 支 援 推 進 員 等 の 多 職 種 の 関係 者 が 緊 密 に連 携 した き め細 か な サ ー ビス の

提 供 を促 進 します 。

【図 3 -  I -  6 - 4 】認知症の容態 に応 じた適時 • 適切な医療 • 介護等の提供
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〇 地 域 の 高齢 者等 の保 健 医療 ・

介 護 等 に関 す る総合 相 談 窓 口

〇 最 初 の 相 談 機 能 等 を 担 う

V .

• 認知症地域支援推進員

地 域 の 実 態 に応 じた 認 知 症

施 策 の 推 進

( 医 療 ・介 護 ・地 域 資 源 と専 門

相 談 等 )

f 認知症初期集 中支援

督 知症艾ポ_ 夕_

地域のネット
ワーク

□[ [□ 連 携

• 地域包括支援 センター

チーム

〇 複 数 の 専 門 職 に よ る 個 別 の

訪 問 支 援

( 受 診 勧 奨 や 本 人 • 家 族 へ の

サ ポ ー ト等 )

〇 鑑 別 診 断
〇 行 動 ・心 理 症 状 へ の 対 応

〇 身 体 合 併 症 へ の 対 応
〇 専 門 医療 相 談
〇 地 域 連 携

’ 〇 診 断 後 等 支 援

3 若年性認知症の人 に対する支援

若 年 性 認 知 症 の人 が 、発 症 初 期 の段 階 か ら、症 状 、 社 会 的 立場 や 生活 環 境 等 の特

徴 を踏 ま え、認 知機 能 が低 下 して もで き る こ とを可 能 な 限 り続 け な が ら、意 欲 や 能

力 に応 じた雇 用 の継 続 、適 切 な支 援 や 社 会 参加 の機 会 の確 保 が で き る よ う、若 年 性

認 知 症 に対 す る理 解 を深 め、就 労 に 関す る支援 や 介 護 サ ー ビス • 障 害福 祉 サ ー ビス

等 を含 め た支 援 体 制 の整備 を促 進 します 。
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〇 若 年 性認 知 症 につ い て は 、本 人 や 周 囲 の人 が何 らか の異 常 に は気 付 い て も、疲 れ

や 更年 期 障 害 等 と思 い込 み 、受 診 が遅 れ る こ とが 多 い こ とか ら、若 年 性 認 知 症 につ

い て の普 及 啓 発 を一 層 進 め、若 年 性 認 知 症 の早 期 発 見 • 早 期 診 断 体 制 の構 築 を促 進

します 。

〇 若 年 性 認 知 症 は 、現役 世 代 に発 症 す るた め、本 人 とそ の家族 の経 済 的 • 社 会 的負

担 が増 す な ど、家 庭 環 境 に大 き な影 響 が 出 る こ とも多 く、早 期 発 見 • 早 期 診 断 ・診

断後 の生 活 支 援 の必 要性 等 につ い て 、地 域 住 民 を は じめ、 医療 ・介 護 • 行 政 関係 者

等 へ の正 しい知 識 の普 及 を促 進 します 。

〇 若 年 性 認 知 症 に 関す る相 談 につ い て 、 国 の 「若 年 性 認 知 症 コー ル セ ン ター 」 等 と

連携 し、若 年 性 認 知 症 支 援 コー デ ィネ ー ター が 県 の 専 用 窓 口で相 談 に応 じる と とも

に 、地 域 包 括 支 援 セ ン ター 等 と連 携 して対応 す るな ど、相 談 体 制 の充 実 を 図 ります 。

ま た 、本 人 とそ の家 族 へ の支 援 につ い て 、認 知 症 地 域 支 援 推 進 員 を 中心 に、適 切

な 医療 ・介 護 • 障 害福 祉 サ ー ビス の提 供 を促 進 します 。

〇 若 年 性 認 知 症 支 援 コー デ ィネ ー ター 等 が 中心 とな り、企 業 や ハ ロー ワー ク等 と連

携 し、就 労支 援 等 の社 会 参加 支 援 を行 い ます 。

〇 企 業 や 産 業 医等 に対 し、様 々 な機 会 を捉 えて 、若 年 性 認 知 症 に対 す る理解 の促 進

や 雇 用 の継 続 、就 労 の支 援 につ い て普 及 啓 発 を図 ります 。

〇 若 年 性認 知 症 の ス テ ー ジ に応 じて 、本 人 ミー テ ィ ン グや 若 年 性 認 知 症 の人 の た め

の認 知 症 カ フ ェ、介 護 サ ー ビスや 障 害福 祉 サ ー ビス等 を適 切 に利 用 で き る よ う、行

政 の 関係 部 署 及 び 関係 機 関 の連 携 を密 にす る な ど、支 援 体 制 の充 実 を促 進 します 。

〇 若 年 性 認 知 症 の人 に適 した サ ー ビス の提 供 体 制 が進 む よ う、 関連 事 業 者 等 に対 し、

必 要 な情 報 提 供 を行 い ます。

4 認知症 の人や家族が希望 を持 って暮 らせる地域づ くり

認 知 症 の 人 とそ の家族 の暮 ら しを社 会 全 体 で支 えて い け る よ う、 地域 の多様 な 人

的 資源 • 社 会 資源 か らな るネ ッ トワー クづ く りを進 め る こ とに よ り、認 知 症 の人 が

地 域 の人 々 と支 え合 い な が ら共 生 し、尊厳 を保 持 しつ つ 希 望 を持 って 自分 ら しく暮

ら し続 け る こ とが で き る地 域 づ く りを促 進 します 。

⑴ 認知症の人 とその家族の視点を重視 した地域づ くりの促進

〇 か か りつ け 医や 介 護 施 設 等 と連 携 した相 談 活 動 や 、認 知 症 の人 や そ の家 族 を支

援 す る相 談 業務 等 を行 う認 知 症 地 域 支 援 推 進 員 の効 果 的 な活 動 推 進 等 、 市 町や 地

域 包 括 支 援 セ ン ター 等 にお け る相 談 体 制 の充 実 に 向 けた 取組 を支 援 します 。

〇 身 近 な相 談機 関 で は対 応 が 困難 な もの は 、健 康 福 祉 セ ン ター 、精 神 保 健 福 祉 セ
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ン ター 、認 知 症 疾 患 医療 セ ン ター 等 の広 域 的 な専 門相 談機 関 にお い て 、 関係機 関

と連 携 し適 切 に対 応 します 。

〇 認 知 症 に な って も支 え られ る側 だ けで な く、支 え る側 と して役 割 と生 きが い を

持 って 生 活 が で き る環 境 づ く りを 目指 し、認 知 症 地 域 支 援 推 進 員 等 を 中心 と した

社 会 参加 の促 進 に 向 けた 市 町 の取組 を支 援 します 。

〇 市 町 や 市 町 が 支 援 す る認 知 症 カ フ ェ等 が 実 施 す る啓 発 事 業 や 研 修 会 、 ピア サ

ポー ト活 動 に認 知 症 の人 を派 遣 し、各 地 域 にお け る認 知 症 の人 の視 点 に立 った施

策 の推 進 と認 知 症 当事 者 の社 会 参 加 の促 進 を図 ります 。

〇 市 町 が実 施 す る認 知 症 カ フ ェ等 につ い て 、 市 町や 関係 機 関 に 、先 進 的 に取 り組

ん で い る地 域 の情 報 の提 供 や 情 報 交 換 の場 を提 供 す るな ど、 そ の取組 が継 続 、促

進 す る よ う支 援 します 。

〔数値 目標27〕認知症 カフェの設置

指 標 令 和 4 年 度
(2022)

令和 8 年度 ( 目標値)
(2026)

認 知 症 カ フ 工 の設 置 数 110箇 所 142箇 所

〇 認 知 症 の人や そ の家 族 が 交 流 会 や 学 習 会 を通 じてお 互 い を支 え合 う 「家 族 介 護

者 の会 」 な どの情 報 を、家 族 や 関係 機 関等 に適 切 に提 供 す るな ど、介 護 経 験 を活

か した相 談 や 支 援 活 動 な どの ピア サ ポー トを促 進 します 。

〇 認 知 症 サ ポ ー ター 等 が チ ー ム を作 り、認 知 症 の 人 や そ の 家 族 の 支 援 ニ ー ズ に

合 った 具 体 的 な支 援 につ な げ る 「チ ー ムオ レンジ」の市 町 にお け る構 築 を促 進 し、

地 域 の支 援 体 制 を強 化 します 。

[0 3 - 1- 6 - 5 ] チームオ レンジのイメージ図
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〔数値 目標28〕チームオ レンジの設置

指 標 令 和 4 年 度
(2022)

令和 8 年度 ( 目標値)
(2026)

チ ー ム オ レン ジ を設 置 して い る市 町 数 6 市 町 19市 町

⑵  地域の実情 に応 じた見守 り支援体制づ くりの促進

〇 地 域 包 括 支 援 セ ン ター を 中心 と して 、保 健 • 医療 • 福 祉 等 関係 機 関や 家 族 介 護

者 の会 、 民 生 委 員 、 地域 住 民 との連 携 を図 り、 地 域 の実 情 に応 じた認 知 症 の人

や そ の家族 を見 守 り支 援 す るネ ッ トワー クの形 成 を促 進 します 。

〇 認 知 症 サ ポ ー ター 、 キ ャ ラバ ン ・メイ トの養 成 、 チ ー ムオ レンジ の構 築 等 に よ

り、地 域 包 括 支 援 セ ン ター を 中心 と した見 守 りネ ッ トワー クの 強化 を促 進 します 。

〇 認 知 症 の人 の行 方 不 明 に よ る事 故 防止 を含 めた 支援 を強 化 す るた め、行 方 不 明

事 案 認 知 時 にお け る見 守 りネ ッ トワー ク等 を活 用 して の早 期 発 見 ・保 護 や 関係 機

関 が連 携 して の ア フ ター ケ ア 等 、官 民 一 体 とな っ た 「認 知 症 高 齢 者 等 行 方 不 明者

の発 見 ・保 護 の た め のネ ッ トワー ク」 の整 備 • 充 実 を促 進 します 。

〇 地 域 住 民 等 が幅 広 く参 加 す る捜 索 協 力 の模 擬 訓 練 の実 施 等 を通 じて 、 「認 知 症

高齢 者 等 行 方 不 明者 の発 見 • 保 護 の た めのネ ッ トワー ク」の活 性 化 を促 進 します 。

〇 認 知 症 の人 の行 方 • 身 元 不 明事 案 に対 して は 、 市 町や 他 都 道 府 県 、警 察 等 関係

機 関 で の情 報 の共 有 を行 い 、行 方 • 身 元 不 明状 態 の長 期 化 の 防止 を図 ります 。
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【図 3 -  I - 6 - 6 】認知症高齢者等行方不明者の発見 • 保護のためのネ ツ トワーク

〇認知症の人が行方不明となった場合

届 出 提供

協力依頼 県

V

連携

高齢者の
家族等

手配 ・照会
(必要時)

協力
依頼警察本部

他警察署

市 町
警察署

(交番 • 駐在所 )

見守 り等 ネ ッ トワーク

地域包括支援セ ンター
地域住民
社会福祉協議会

事前登録

• 行方不明事案認知時の早期手配 に活用
• 迷 い人保護時 に活用

関係機関

• 他都道府県 等

4 消防本部
(消防団)

警察署構築ネ ッ トワー ク

• 交通機 関 等

協力依頼 ・事業者 等
̶

(必要時)
k

情報

k

協力依頼 協力
県内市町

O認知症の人等を保護 した場合 (身元不明の場合)

警察署

相談支援

地域包括
支援センター

相談機関

• 介護保険施設事業所
• 病院
• 在宅介護支援 セ ンター
• 市町保健 セ ンター
• 健康福祉 セ ンター
* ・土:zs福 協日我"
• 家族介護者の会
• その他の支援機関

情報
提供

連携

定期確認
情報

ホームへ’ーシ、'

掲載

関係機関

• 県内市町
• 他都道府県 等
(既存情報 と照合)

: (緊急時)  > 医療機関 ̶̶ ・ 老人ホーム等

I ［認知症の人の行方不明事案の留意事項 ］
■ ・警察か ら市町等への情報提供 • 協力依頼 は 「家族等の同意」が必要
: ・ネ ッ トワー ク構成機 関 ・団体等が保護 した場合、警察署へ連絡
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